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ガズナ朝のハージブ

稲　葉 穣

はじめに

　「ハージブ（購ib）」とはアラビア語の動詞もalaba（隠す，覆う）から派生した語で，元来

は，様々な人間が勝手に君主に接近するのを制限する役霞を負う者を意味した。概ね「侍

従」と訳される。ハージブの職務，地位は二代，地域によって様々に異なったと奮われてい

るが，本稿は10世紀末にアフガニスタン東部を中心として成立したガズナ朝における

ハージブの実態の解明を醸的とするものである。

　数々の征服戦争で知られるガズナ朝第三代スルタン・マフムードMahmgdの時代，ま

た，後継者争いを経て即位したその息子，第五代スルタン・マスウードMas‘面の時代，

スルタンの手足となって働き，軍随を指揮した者達の多くが同時代史料においてハージ

ブと呼ばれている。このガズナ朝のハージブについて多少なりとも説明を加えているの

は，管見の限り，ナーズィムM．Na多im，キョプリュリュF．　K6prttlif，アンワリー耳．

AnwarT，ボズワースC．　Ea　Bosworth，の四人である。

　ナーズィムはハージブを，ガズナ朝軍内の将校の階級のうちで，最高司令官たるスルタ

ン，およびその次に位し，スルタンの親族が任じられたというホラーサーンKhurasaaの

スKパーフサーラール（sipahsalar軍司令官）の下に位置し，軍団（laysh＞を指揮する者で

あったとする。只，彼自身認めている通り，このような構造を明確に示す史料的根拠はな

O　［N：zim　1971：141－42，　142　n．　1］．

　キョプリュリュによればハージブとは，トルコ人グラーム（ghula擶）が昇進して得る職

であり，やはり君主の側近くに仕える侍従であった。そして後に他の職に任じられてから

も，彼らは一種の称号としてハージブの名を持ち続けていたという［K6prulU　1967］。

　アンワリーも岡様に，ハージブとは侍従・儀典官であったとし，他の職に任じられた後

も称号としてハージブを名乗っていたとする［AnwarT　1976：32］。
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　これに対しボズワースは，サーマーン朝時代，既にハージブは宮廷内の諸事を司どると

いう役目よりも，一義的には高位の軍人を意凝するようになっていたとし，サーマーン朝

の諸舗度を受け継いだガズナ朝においてもハージブは履違としての性格を色濃く有して

いたと述べている［Bosworth　1965］。

　このように従来の研究ではかズナ朝のハージブについて統一的見解は示されておらず，

また上記口入の説明も多分に概説的に述べられたもので，実例に即して検討がなされて

いるとは雷い難い。筆者は以前ハージブをガズナ朝の政治的支配層の璽要な構成要員と

考え，「宮廷内の諸事を扱う「侍従」という元来の性格と，スルタンとその親族であるとこ

ろのアミールを除いて，ガズナ朝軍内で最も位の高い軍人としての性格をあわせ持って

いた」と説明した［稲葉1986：138］　i）のであるが，その疇は紙幅の関係から詳論すること

ができなかった。そこで本稿において，岡時代史料の用例の検討を通じてガズナ朝のハー

ジブの持っていた機能を明らかにし，国家体制におけるその位置を考えてみたいと思う。

1　侍従としてのハージブ

1）ハージブの職務

　まず最初にガズナ朝のハージブが侍従という性格を有していたかどうかを検討する。

只，そのためにはこの晴代，侍従としてのハージブが具体的にどのような職務を持ってい

たのか，あるいはどのような職務を持つと考えられていたのかを明らかにしておかねば

ならない。

　幸いなことに我々はこの点に関して，11世紀に書かれた二つの重要な文献を利用する

ことができる。一つはヒラール・アッサービdHilal　al一＄abi‘の著作RZtsi　z　Ddr　al－

Khilafaである。これはアッバース朝カリフの窩廷における儀礼や公文書の様式などを記

した史料であるが，その中にハージブについて述べた一章がある2｝。もう一つは，カラ・

ハン朝治下のカーシュガルK：：shgharにおいてユースフ・ハーッス・ハージブYttsuf

KhaSS　fiajibにより著されたΩutadghu．Biligである。これは慰主のための教訓や道徳を

韻文の形で記した史料であり，やはりその申に大ハージブについて述べた一章がある3｝。

そもそも侍従とは宮廷内の諸事に携さわる者である。それゆえ，同じ時代に東方イスラム

1）本稿の内容のかなりの部分が稲葉1986と密接な関係を持っている。あわせて参照、頂ければ幸
　いである。

2）RD：71－89；Salem　1977：59－71にあたる。尚，M．‘Awadはテクストの86頁以降を別のものと

　蚕配し，この部分を二つの章に分けているがi　Salemは金体をまとまった一つの章と考えている。

3）「第31章　Ogdulrnigが王に向かって大ハージブ職には如何なる入物が適当であるかについて
　説明する」［ΩB：257－266（バイト番号2435－2527）；Dankoff　1983：119423；t｛BaHoB　1983；199．

　205］。尚，Dankoff　1983，　VaBaHoB　l983については聞野1984を参照されたい。
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世界の両端において書かれたこの二書の記述を照合することにより，この時代の侍従と

してのハージブの一般的な姿をある程度明らかにすることができると考えられる。

　まずハージブの職務についての高書の記述を見てみよう。

　ヒラール・アッサービィは

　　［窩廷に］4）入って来る者，出て行く者を［処理する】のは彼（ハージブ）の責務である。

　　彼は廷臣達（hawashDに，その負うべき仕事を各人の［能力の］限界を越えぬように

　　割りあてる。その者に出来ない仕事を押しつけてはならない。また［ハージブは］彼ら

　　が自身の行動において，注意深く，温しみを持ち，混乱を生ぜしめることなく，忍耐を

　　もって仕え，勝手な振舞をせず，常に謙遜の気持ちを持つように彼らを監督するので

　　ある。［RD：71］

と述べ，続いて幾つかの逸話を引用してハージブの職務を説明している。以下その概要を

記す。

A　カリフの宮廷に仕えていた者達が，勤めを終えた後窟廷内の一室に集まって，靴を脱

　ぎターバンを頭から外してチェスやダイスをして遊んでいるということが，カリフ・

　アルムウタディドal－Mu‘tadidの耳に入った。カリフはその全員を鞭打つように命令

　を出し，ハージブのパフd一フ・アッサマルカンディーKha癬al－SamarqandTがそれ

　を執そ予した［RD：71－72］。

B　カリフ・アルムウタスィムa1－Mu‘tasimがジュース（jullδb）を飲んでいた蒔，法富

　（qadi）の～団が入廷許可を求めてきた。カリフは許可を与えたが，ハージブは，カリフ

　が酒を飲んでいると誤解されることを恐れてカリフの許可命令を差し止め，まずカリ

　フの前にあった水差しを片付けさせ，それから法官達に入廷許可を与えた［RD：72－

　73］o

C　カリフ・アルムティーイal－Mutr‘の蒋代，有力な臣下の一鎖が宮廷にやって来た。

　彼らは皆，格式通り黒い服を着用していたが，一人ムハンマド・プン・ウマル・ビン・

　ヤフヤー・アルアラウィーMu麺煎斑ad　b．‘Umar　b．　Yabya　a1一‘Alawlのみは白い服を

　着ていた。ハージブのムウニス・アルファドゥJY　Mu‘nis　al－Fadlはそれゆえムハンマ

　ドの入廷を許さず，結晶追いかえした［RD二73－75］。

D　カリフ・アルムティー4の蒔代，高名な法宮にしてウマイや家の子孫であったイブ

　ン・アビー・アッシャワーリブIbn　Abτa1－Shawaribが赤い履物を履いて宮廷にやつ

　て来た。ところが赤はカリフの色であり，その色の履物を履くことはカリフの権威に挑

　むということを意味した。そのためハージブのアブー・アルハサン・プン・アビー・

4）以下，引用文中，［　］内は筆者による補足，（　　）内は原語および語句の説明である。
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　アムル・アッシャラービーAba　al一耳asan　b．　Abl‘Amr　al－Sharabrは彼を追いかえし

　た〔RD：75－76］。

E　カリフ・アルカーとルaLQahirの蒔代，一人の下級の書記が窟廷内のベンチに足を

　組んで腰掛けていた。するとそこに居あわせた，ハージブの従者（kha濱a　aLhalib＞であ

　る彼の友人が彼の足を強く叩いた。蜜廷内でそのような無作法な座り方をしている者

　がいたら，その者を宮廷の外へ放り出すようにとの命令が下されていたからであった。

　その友人は彼に，」　1ilVとそのような座り方をせぬよう，また窟廷内で頭を剥き出しにし

　ていたり，だらけていたり，下品な冗談を言ったりしないようにとの注意を与えた〔RD

　：　76－77］　e

F　行列（mawkib＞が行なわれる日，大ハージブ（hajib　a恥ullab）は行列の状況をカリフ

　に報告する。カリフが接見を行なう場合には，大圏ージブは臨下達に，そのランクに

　従って順番にカリフの玉座の前へと入っていく許可を与える。入ってきた臣下はカリ

　フの前で挨拶を行なった後，ハージブ達に導かれて各々の所定の場所に立ち並ぶ［RD；

　78ne79］　o

　以上のことから，アッバース朝の二三におけるハージブの職務とは，廷臨の行動の監督

と規律違反者の処罰（A，E），窟廷へやって来る者達の入廷の可否の決定（B，C，D），カ

リフの接高等の儀式の差配（F＞のおおよそ三つであったと欝えよう。

　一方，　Qutadghu　Biligに述べられているハージブの職務も大体三つに分類できる。

（〈〉内はAratの校訂テクストに付されたバイト番号。）

　第一は，財務富（aε1翻，書記官（bitig6i）等の官吏，あるいは仕立て屡（to雌〉，靴職人

（ettik6i）等の職工など，貴賎金：ての者とべグ達（begler）の聞を仲介し〈2493－94＞，またマ

ザーリム法廷では訴えを取り次ぐく2499＞など，君主と他の者の関の伸介を務めることで

ある。

　第二は窩廷内外（i6　ta9）の風紀の取締り＜2500＞である。

　第三は，外圏よりの使節（yat　baz　yalaVa6）の世話〈2495－96＞を含む，寓廷儀式の規範，慣

例（t6rif　hem　t6kif　6嬉di）を司どる役臼〈2490＞である。

　これらは先に見たアッバース朝宮廷のハージブの職務にほぼ対応するものである。そ

こで，瓦書の寵述をもとに侍従としてのハージブの職務をまとめるならば，

（D廷距の行動の監督，取締り，および規律違反者の処罰の務め。

（ID入廷の許可，不許可を司どる接近制隈の務め，および君主と他の者の間の伸介の務め。

㈹君主の接見等の儀式に際してその差配を行なう儀典窟の務め。
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ということになろう。

　ところで，Rusam　Ddir　al－Khilafa，（2μ‘α4動π．B液gの両書にはまた，ハージブとなるため

の資格，条件も記されている。この時代のハージブの一一般的な姿を知る一助となると考え

られるのでここで少々触れておきたい。

　1～π5翻D灘α握ζ観ψには次のように記されている。

　　ハージブの道（sab鉛とは［以下の如し。すなわちハージブは］中年（nasaf　wa

　　muktahal）［’　）で，諸事を経験し，試練を経て丁丁たる入物となった者，あるいは慎重

　　な，平門の人物（shaykh）で，時によって試され磨かれてきたような者でなければな

　　らない。彼は，何を行ない，何を行なわぬのかを知りうるだけの理性と決断力を備え

　　ていなければならない。美しい顔立ちの者（照b嫡n）でなければならない。〔RD：7i］

　～方，（2utadghu　Biligには，同書の道徳教調の書としての性格ゆえに，ハージブの資格，

条件がより細かに述べられているが，それらは内容から以下の三つに分類できる。（〈〉

内はバイト番号。）

　第一は，誠実であること〈2436＞，控えめで純粋な者であること〈2441＞，知的で注意深い

こと〈2453＞，敬慶で純粋な儒仰の持主であること〈2461＞，健金な心の持主で思慮深いこと

〈2469＞，穏やかで物静かな人物であること＜2473＞，忍耐強く自己を律することのできる人

物であること〈2480＞等，内面的1監質や信仰心に関する条件である。

　第二の条件は，多くの知識を有していること＜2441＞，窟廷の規範（毛6rのを熟知している

こと〈2474＞，洗練されたマナーを完全に身につけ，字を能くすること〈2482＞等，知識，経験

の豊霧さである。

　第三の条件は，美しい顔立ちで，身綺麗（y灘g）にしており，雄々しい声を持ち，明瞭な

言葉を話す〈2458＞など，他の者に好ましい印象を与え，畏敬の念を抱かせるような外見，

様子をしていることである。

　以上の記述をまとめるならば，ハージブの条件とはおおよそ，

（の様々な徳霞に秀い出ており，信仰心篤き者であること。

GD学識，知識を有し，ある程度年をとった経験豊かな人物であること。

（iiD他の者に好まれ，尊敬されるような容姿の持主であること。

の三点であったと言えよう。もちろんこのような資格，条件が実際のハージブの任用にど

の程度反映されていたのかを年代記史料において確認することは極めて圏難である。只，

これらの資格，条件が，この晴代の東方イスラム世界においてある程度の一般性を持った

と肴徹しうるならば，それをガズナ朝に門衛して考えても金く誤りとは言えぬであろう

5）　M．‘Awadによる1注［RD　l　71　n．2，3】に従う。
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し，なにより，これほど様々な条件が求められたという事実自体が，逆に宮廷における

ハージブの重要性を示していると薔えようω。

2）ガズナ朝の場合

　次に前節で確認した侍従としてのハージブの職務をもとにして，ガズナ朝のハージブ

が侍従としての性格を有していたかどうかを考察する。

　第一一に，廷臣の監督，規律違反者の処罰の務めであるが，ガズナ朝のハージブもまた，ス

ルタンの命令を受けて，規律に違反した者や罪を犯した者を処罰し，あるいは処刑すると

いう任を負っていた。それは以下のような例から明らかとなる。

（a）スルタン・マスウードの命により，ハージブが，罪を犯した「絨毯敷き（farrash）：達を

　鞭打ち，罰した［TB：158］。

（b）アブー・サフル・ザウザニー一Abg　Sahl・i　Zawzanfが軍務庁長官（‘arid）の職から罷

　免された時，宮廷から派遣されたハージブがアブー・サフルを捕縛し，その家財を没収

　した［TB：415］。

（c）ハージブのKhumUrtigTn　Turshakという人物が，一人の徴税官を絞首刑に処するよ

　うにとの命令を受け，配下71に命じて珊を執行させた［TB：561］。

　第二に，霜主への接近制限，および霧主と他の者の間の仲介の務めであるが，この職務

もまた，ガズナ朝のハージブのうちに認められるものである。以下はその例証である。

（d）スルタン・マフムードの在位中，ヘラート狂a緻に任じられていたマスウードのも

　とへ父よりの使者が到着した。マスウードのハージブはまず使者を誰何し，使者が持参

　した手紙をマスウードに取り次いだ［TB：149］。

（e＞マスウード即位後，アブー・アンナスルAba　al・Nasτがハージブに任じられた際，

　「このような人物は伝言（payg薮m）のために，玉座の御前に必要である。」と誉われた

　［TB：377］o

（f）スィッテg一・ザッリーンSittr　Zarrmという名の女楽師（mulriba）はスルタン・マ

　スウードに非常に近しく，女ハージブ（凋iba）の如くであり、，マスウードは諸々の件に

　ついての廷臣達への伝言を彼女に持たせていたと言う［TB：510｝。

　最後に儀典官としての務めであるが，ガズナ朝のハージブがやはり，臣下の叙任，他国

よりの使節とスルタンの接見等の儀式を差配し，円滑に進行させる役目を負っていたこ

6）ユースフ・ハーッス・ハージブは，この職務が重要でデリケートなものであると繰り返し述べ
　ている〈2484，　2490，2492＞。

7）ハージブの命を受けて実際に刊を執行したのは，α〃｝か舜αro5他認τ樋加rα3）のMu碁tajという

　人物であった。amir－i　harasの職務についてはBosworth　1973：138およびBosworth　1985に説明
　があるが，ガズナ朝におけるそれについては不明な点が多い。
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とを示す例は数多い。主．なものを次にあげる。

（9＞マスウードが酒宴を催した際ハージブ達が有力者達（a‘yan）を宴場へと先導した。

　また当蒔（マスウード即位塵後）最も有力な臣下であった，ホラーサーンのスィパーフ

　サーラール・ガーズィーGhazTに対しては，ハージブがその出迎えのために禽廷の入

　口まで出向いた［TB：174］。

（h＞マイマンディ・一MaymandTがマスウードのワズィール（waZTr）に任じられた時，賜

　衣（khil‘a＞を着るために衣料庫（lama－khana）へ向かう彼をハージブが先導し，賜衣を

　着せて再びマスウードの前へと導いていった［TB：190］。

（1＞岡じく，ハージブのビルゲテギンBilgatigτnが大ハージブ侮alib4　buzurg＞に任じら

　れた蒔，またアブー・サフル・ザウザニーが軍務町長窟に任じられた疇にも，各々に賜

　衣を着せるため，ハージブ達が彼らを衣料庫へと導いていった［TB：195，196－97］。

（」）マスウードによりハージブに任じられたアブー・アンナスルは，マスウードの死後

　もハージブとして仕え，他国の使節がやってきた蒔には人々に儀典を説明してやった

　と言う［TB：377］。

（k）カリフの使節を迎える際，ハージブ達は二本の角付きの帽子（kulah－i　dg　shakh），金

　の腰帯（kamar－i　zarrTn）をつけ，盛装して接見場に整列し，その中の数人が使節を迎え

　に行ってスルタンのもとへと導いてきた［TB：38g，　382，　471］。

（1）マイマンディーの死後，後任ワズィールとしてホラズムKhw凌rizmから呼ばれたアフ

　マド・プン・アブド・アッサマドA麺ad　b．‘Abd　al一＄amaaiがマスウードのもとに着

　いた蒔，一一人のハージブが彼をマスウードの前へと導いた。またアフマドが贈物として

　持参した宝石の首飾りは，ハージブ達の手を経てマスウードに献上された〔TB：476・

　77］o

　以上の如く，前節で確認した待従としてのハージブの務めの全てを，ガズナ朝のハージ

ブもまた果していたのである。それゆえ，彼らが丁丁という性格を有し，窟廷と深い関係

を持っていたと言うことができる。

1　軍人としてのハージブ

　本章ではかズナ朝のハージブが軍事的性格を有していたかどうかを検討する。

　冨頭で述べた通り，ガズナ朝の軍の指揮富の多くはハージプと呼ばれていた。別表にあ

げたのは，史料においてハージブと呼ばれている者達のうち，開らかに軍を指揮したこと

がわかる者達で．ある。
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ハージブと呼ばれる軍人達

名蘭 主な軍事行動 典拠

‘Alτ一yiΩa曲 ・マフムード時代，軍を率いてヌール地方征三服 ZA、185

・マフムードのレイ遠征の際，先遣隊の中軍を指揮 ZA．193
闇

Al纐n癩sh 。マフムードのスィースターン鎮撫の遠征に従軍 TY．玉．387

・Bah取nagar攻撃に従軍 TY．H、98

。グール，ガルチスターンへの遠征軍をArslan彊dhlb TY．王1，123，140・41

とともに指揮

。N置rdln遠征に従軍 TY，王1．149

・ホラズムシャーとなる TYII．259，　ZA，182

Ayk面gτn（～） ・レイ遠征の際，先遣隊の右翼を摺揮 ZA．193

Badr ・アラブ・クルド出軍醐を率い，Tughril　Bekを追う　　　　　　　　　　　　　　．

TB．804

Bektigln ・ティルミズの城砦長宮として，トゥルクマーンと戦う TB，566－67

Bekt19τn TB，458

ニーシャープールの守備長官

BektigTn－i　ChUganT ・ホラズムシャーへの増援軍を指揮 TB．436

壁ティルミズの城砦長：宮 TB．746

Bektughdτ ・宮廷グラームのサーラール TB，94

・ホラーサーンに侵入したセルジュークに対する最初 TB．626，　ZA．199

の派遺軍の指揮

Bilgatigl貝 ・マフムードにやぶれた‘AIItiglnを追撃する軍を指揮 ZA，189

・ホラーサーン北辺のトゥルクマーン駆遂のため，兵を TB，475

率いる

ErtigTn 。サラフスでのセルジュークとの戦いで後衛軍を指揮 TB．758

6宮廷グラーム軍醗を指揮 TB．829，　ZA．206

£ry嚢ruq ・ヒンドゥースターンの軍司令窟 TB．272

GhazT ・Bahτmnagar攻撃に従軍 TY．王1，98

・マフムードのレイ遠征の際，先遣隊の左翼を指揮 ZA．193

・ホラーサーンの軍司令窟 TI3、29

Khumartash ・トゥルクマーン軍の司令富 TB．77

翼UshtigTn－i　Wa｝walllI ・Sarl近郊の懸の攻略のため軍を指揮 TB．588

Ωadir ・ニーシャープールの守備長宮，一千騎を率いる TB．643

Satulmlsh ◎バードギースの守備長宮 TB．671

SubashT ・対セルジューク戦のため，一万の騎兵と五千の歩兵を TB650－5玉

率いてホラーサーンへ。

・サラフスの戦いで左翼軍を指揮 TB．758

Yaτuqtughmish ・マクラーン平骨軍の司命官として，四千の騎兵と三千 TB．78

の歩兵を率いる。
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　この表中にあらわれる人物に限って見た場合，「ハージブ」という語自体が軍事的意味

を持っていたかどうかは判然としない。すなわち，更料の中でこれらの者達の名に冠され

ている「ハージブ」という語を，キョプリュリュ，アンワリーの如く，もとは侍従として

ハージブであった者が他の職に任じられた後も持ち続けていた称号である，とする解釈

も成立しうるのである。しかしながら，％》齢f．Bαッ吻τには「ハージブ」という語自体が

軍事下意昧を持っていたことを示す例が幾つか見られる。

（イ）421／1030年，父マフムードの死を知ったマスウードはイスファハーンSipah：nから

ホラーサーンへと向かう途上，レイRayyに立ち寄った。レイの町の有力者達は守備隊の

駐留を求め，マスウードの書記に

　　「彼（マスウード）の御旗がイスファハーンにまで達している今，一人のハージブが守

　　備長宮（shihna）として二百騎を率いてこの地，すなわち我々の町と周辺地とに留ま

　　る［必要があることは］明らかです。」［TB：23］

と申し述べた。

（ロ）422／1031年，タシュ・ファッラーシュはイラーク（‘lraq－i‘ajam現在のイラン西部）

のスィパーフサーラールに任じられたが，彼に岡行ずる軍の観閲式の様子を述べた中に

次のような記述がある。

　　朝方，太鼓とラッパが鳴り響き始めた。タシュ・ファッラーシュがこの日ブスト

　　Bust道からホラーサーン，イラークへと出発するのであった。まずハージブの

　　jdima“clarヤルクトゥグムシュYafuqtughmishが武装し，多くの従者を率いてやって

　　きた。彼の配下が［マスウードの前を］通過し，彼は挨拶をして［所定の場所に］立った。

　　彼の後からはmailmadiのサルハング（sarhang＞達一三人は金の腰帯，七人は銀の腰

　　帯を締めた一が出金に装備をして続き，その後ろから，抜擢され重要な地位に就け

　　られていた，この帝王の々加2珈・ぬrガウハラーイーンGawhara’fnがやってきた。そ

　　してこの帝王の数人のハージブ，サルハングが騎兵（khayl）を伴って続いた。騎兵達

　　が通過し，指揮官達（muqaddamtin）が立ち並んだ。次いでスィパーフサーラールのタ

　　シュが，立派な太鼓，軍旗を持ち，武具装備を携え，自身の百五十人のグラーム，解放

　　され彼に託された百人のスルタンのグラームとともに到着した。［TB；373］

㈲　425／1034年，ワズィールのアフマド・プン・アブド・アッサマドは，KUIn華族

（KumTjiy：n）s）の侵入により混乱したフッタラーンKhuttalan地方の秩序回復のため，

ガズナGhaznaからトハーリスターンTukharistan方面へと出発したが，その時，

8）ifttdizd　al“　‘A　lantに次のような記述がある。

　　「KumTjiyaRと呼ばれる一族がいる。彼らはフッタラーン，チャガーニヤーンChaghaniyanの

　　境域に住んでいる。勇猛で好戦的な者達であり，泥棒を生業として炉る。彼らの財盧は離と奴

　　隷である。村々や集落（rUsta）を多く持つが町は一つも持っていない。：【U‘A：120；

　　Minorsky　1970：12e］

　Minorsky　l970：362・631こ詳しい考証がある。
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　　四人のハージブ，十人のサルハング，武装を整えた一千の騎兵が彼に岡行した。［TB：

　　518－19］

と護う。

に）ホラーサーンに侵入してきたセルジューク・トルコへの対応策を話し合う御前会議

に列席していたハージブ達は，ワズィールに意見を求められて，

　　「我々は臣従する者であり，戦いを事としています。命ぜられた事を遂行し，剣を振

　　るって敵対者達の園二仏を打ち砕くだけです。策を考えるのは［我々ではなく］ホー

　　ジャ（ワズィール）です。」［TB：614］

と答えた。

㈱428／1G37年，マスウードはホラーサーンにおけるセルジューク・トルコの勢力拡大

を顧慮せずにイン・ド遠征を行なおうとしたが，ワズィールのアフマド・プン・アブド・

アッサマドはその案に断固反対し，ホラーサーン親征を勧め，

　　「もし混一ンスィーH瓢s劉を落すことをお望みならば，g勲⑳の将軍達，ラホール

　　Laltttrの軍，宮廷から任命される一人のハージブをあてれば十分です。J［TB：700］

と言った。

　以上の例に出てくる「ハージブ」を「侍従」と訳すこことはできない。特に（W＞の例では，

「指揮官達（muqaddaman）」という語が，直前の「ハージブ」，「サルハング」を指しているこ

とは明らかであるし，（＝）の例ではハージブ自身が，自分達は戦いを専門にする者であると

言明しているのである。また，これらの「ハージブ」を，キョプリュリュ，アンワリーの如く，

侍従出身の者が持つ称号だと考えることも不自然である。なぜなら，称号とは一般に固有

名詞とともに用いられる性質のものだからである。もちろん，ある称号が特定の個人をあ

らわす場合もあるが，それも（イ），㈱の例の如く，「ハージブ」の指し示す対象が不定の場合

には成立しない。それゆえ，上記の例に出てくる「八一ジブ」は軍人のことであり，「ハージ

ブ」という語が軍事的意味を持っていたことを認めねばならない。

　只，ハージブは，一般的な意味での将軍・司令官（salar）とは異なるものであるし，また，

地方のスィパーフサーラールや城砦長宮（kgtw：1），あるいは宮廷グラームのサーラール

（salar－i　gltulaman－i　sa語y）などの軍事的な職や任務とも異なるものである。例えば別表

にあげた者達のうち，ガーズィー，エルヤルタは各々，「ホラーサーンのスィパーフサー

ラール・ハージブ・ガーズィー」，「ヒンドゥースターンのスィパーフサーラール・ハー

ジブ・エルヤルタ」と記され［TB；67，　282，　291；ZA：197］，ベグトゥグドゥ，エルテギン

は，「宮廷グラームのサーラール・ハージブ・ベグトゥグドゥ」，「宮廷グラームのサー

9）428／1037年末に行なわれたマスウードのインド遠征の主鼠標となった砦。「処女要塞（qal‘a　al・

　‘adhra’）」と呼ばれていた［TB：704］。その位置についてはAhmad　1971＝59参照。
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ラール・ハージブ・エルテギン」と呼ばれている［TB：94，877］。これに対して他の者達

が単に「ハージブの何某」と呼ばれていることを考えあわせると，ハージブの方は軍人の

一種の身分・階級を意味するものであり，スィパーフサーラールや窟廷グラームのサー

ラールというのは，そのようなハージブ・クラスの軍人に与えられた，地方の軍喧喧窟の

職，および宮廷グラーム牽統率する任務であったと考えられるのである［ω。この点は以下

の例からも補強されよう。

（1）421／1030年，ヘラートのマスウードのもとへ，テギーナーバードTigmabadでのム

　ハンマドM癖ammad（マスウードの兄弟）の廃位と全軍のマスウードへの帰順を伝え

　にやってきたMangTtarakmの労に報いるため，マスウードは彼をハージブに任じた

　［TB：55；ZA：196］o

（m　422／1031黛末，ホラズムシャー・アルトゥンタシュ暗殺計画が失敗に終った後，アル

　トゥンタシュのマスウードに対する不儒感を少しでも和らげるため，マスウードはガ

　ズナの宮廷にいたアルトゥンタシュの愚子Satlをハージブに任じた［TB；421］。

10）ナーズィムはガズナ朝の軍の組織について述べる中で，スルタンを最蕩司令宮とし，ホラー

　サーンのスィパーフサーラールをその次に負いている。一方，将校の階級としては，軍遡を指揮す
　るハージブ，五百騎隊長にあたるサルハング，百騎隊長にあたるカーイド瞬議d），十騎隊長にあ

　たるハイルタシュ（khayl－tnsh＞が存在していたとする［Na多im　l971：141－42］。しかしこの説明に

　は幾つかの問題点がある。

　　第～は軍事職と将校の階級の問題である。本文中で述べた如く，地方のスィパーフサーラール
　等の職務は，スルタンおよびその親族を示ずアミールや，その下位にあったハージブ等の階級と

　は区別して考えるべきである。その意味でナーズィムが，ホラーサーンのスィパーフサーラール
　をスルタンの次に置いたことは訂正さねばならない。ナーズィムは，マフムード晴代，スルタンの

　兄弟ナスルNaFr　b．　SabuktigTnがその職にあったと欝うが，ナスルの死後はアルスラン・
　ジャーズgブ，ガーズィー，アリー・ダーヤといった考達がこの職に就いており，別にスルタンの

　親族がこの職に就くと決まっていたわけではない。また岡時1代史料の中にはホラーサーンのスィ

　パーフサーラール職が他の軍事職に耕して優越であったことを示すような記述は見られない。そ

　れゆえ，マフムード縛代，ナスルがスルタンの次に位鷺する軍人であったとしても，それは彼がホ

　ラーサーンのスィパーフサーラー」レであったからではなく，スルタンの兄弟たるアミールであっ

　たがためと考える方が妥当である。

　　第二はカーイドについてである。確かにアラビア語で書かれたαZ一乃｝・漁泌Yα”吻かには「カー

　イド」という語が頻出する。しかしそれらは多くの場合，軍入の特定の階級を示すものというよリ

　ペルシア語のsalarと岡様，一般的な意昧での「将軍・指揮創をあらわす名詞であるように思わ

　れる。逆に最も詳しい史料たる7h簸屠翫y加φにはこの語は殆ど現れない。唯一，カーイドと呼
　ばれているのは，ホラズムにいた「Kujat族のサーラールMalanjRq」という入物だけである［TB＝

　402，407］。もしカーイドが将校の階級を示すものだとしたら，余りに配述が少なすぎると言えよ

　う。

　　最後にハイルタシュについてであるが，これに関しては，既にボズワースが「naqlb－i
　khayltashan」という言い方を例にあげ，ハイルタシュは将校の階級をあらわすというよりも，む

　しろ何か持定の機能を持つ軍の講成要素を指すのではないかと述べている［Bosworth　1960：
　46］o

　　いずれにせよ軍の下部組織については十分な構報がなく，正確な姿が描き出せないというのが

　実情である。

11）この人名についてボズワースは「MengUのirek」と読むことが可能ではないかと述べている
　［Bosworth　1977：151］．
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㈹　ホラズムシャー・アルトゥンタシュに宛てた手紙の中で，マスウードは何度かアル

　トゥンタシュを「有徳のハージブ（tajib－i　f繭1）」と呼んでいる［TB：95，102，105，277，

　417］o

（lv＞マフムードの父セビュクテギンSabuktigrnの墓碑銘には「偉大なるハージブ（al一

　岡ib　al－ajall）・アブー・マンスール・セビュクテギン」と刻まれているi2i。

（D，（li）の例は，ハージブへの任窟が名誉の位階の授与という性格を持っていたことを示し

ている。また，「ハージブ」という語が一種の身分・階級を示したとすれば，それは当然記

法としても用いられたであろうが，㈲，㈲はその例である。

　以上見てきた如く，「ハージブ」という語は軍事的意昧を有し，特に史料においては軍人

の一一一一Ptの身分・階級を示すものとして用いられているのである。

　それでは侍従としてのハージブと軍人としてのハージブはどのような関係にあったの

か。キョプリュリュ，アンワリーによれば両者の間には時間的違いがあった，すなわち一

人のハージブが待従として務めと軍人としての活動を同時に行なうことはなかったとい

うことになろう。しかし，果してそうであったのだろうか。次章では，史料に比較的記述の

多い大ハージブの活動を調べることによってこの点を検討してみたい。

緻　大ハージブについて

　大旨ージブ（麺11b　al－bujjxb，購ib　al－kabTr，凋重b－i　buzurg）は，その名が示す通りハー

ジブの長であっだ％その任命に際しては，黒の上着，二本の角付きの帽子，金の腰帯，太

鼓，立派な軍旗，旗棟に付ける玉（manjaq），杯，グラーム，銀貨入りの袋，布地，その他の物

が与えられた［TB：196－97，648］。

　マフムード，ムハンマド，マスウードの時代を通じて，史料より大ハージブであったこ

とがわかるのは，アルトゥンタシュ，アリー・カリーブ，ビルゲテギン，スユバシュ，バ

ドゥル，の五人である。前掲の表と重複する部分もあるが，以下彼らの活動を概観する。

①アルトユンタシュ

　マフムードのハージブであった。サーマーン朝の一族，イスマーイール・アルムンタ

12）FEury　ig25：63。セビュクテギンはガズナの支配者となった後も，自らをサーマーン朝の距下

　と考えていたようである［Bosworth　1973：41］。彼の墓碑名に「ハージブ」と刻まれているのは，

　彼が自身をサーマーン朝の鴛主たるアミールの下に概いていたことの現れであろう。

13＞　マスウードはMangitarakをハージブに任じた際，彼に対して「ハージブとして発弟アリー（大

　ハージブ・アリー・カリーブ）の指揮下（Zlr－dast）に入るように。」と言っている［TB：55－56］。こ

　れは，大ハージブがバー一・ジブを統率する者であったことを示すものである。
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スィjU　lsma‘Tl　al－MuntaSirの乱ldi｝（390－95／1000・05年目の晴，大ハージブとして軍を率い

て戦った。その後マフムードの数々の遠征に従軍し，またアルスラン・ジャーズィブ

Arslan　J記hibとともにグールGhgr，ガルチスターンGharchis懐nへ軍を進め，凹地を服

属させた。408／1017年，ホラズムの支配者であったマアムーン家の内紛に乗じて出兵し，

同地を征服したマフムードはアルトゥンタシュをその地に任じ，以後彼はホラズム

シャーとしてホラズム統治にあたった。423／1032年，カラ・ハン朝の一族，アリーテギン

‘AIT－tigrRとの戦いにおいて戦死した［TY：1．328，387，　R。64，98，123，14e－41，149，251；

ZA：　179，　182，　187　；　T　B　：　440－48，　908］　．

②アリー・カリーブ

　Zayn　al－Akhbdirではスルタン・マフムードと姻戚関係にあったと記されている。おそ

らくはアルトゥンタシュがホラズムシャーとなった後，大ハージブに任じられたのであ

ろう。彼はマフムードの死に際し，グーズガーナーンGgzgananにいたムハンマドをガズ

ナに招いて即位させた。そしてムハンマドが在位していた五ケ月間，宮廷，軍の全権が彼

の手に握られていた。しかし彼はテギーナーバードでムハンマドを廃し，軍を率いてヘ

ラートのマスウードのもとへ行き，そこで捕えられ，結局獄死した［ZA：194－96；TB：

13，59，62－66］o

③ビルゲテギン

　アリー・カリーブの失脚後，大ハージブに任じられた。その後，一階バグラーン

Bagh縁n，トハーリスターン方面にあってその地を抑え，またホラーサーン北辺に跳梁賊

麗するトゥルクマーンを駆遂するため，軍を率いてニーシャープールNTsh印Urからサラ

フスSarakhs方面へ進んだ。マスウードのグルガーン遠征の際には，ワズィールから任を

引き継いでバルブBalkh，トハーリスターンの秩序を回復したが，そこからグルガーンへ

向かう途上，病没した。一方，宮廷にあっても，スルタンとワズィールおよび各庁の長富達

の聞で命令や伝言を仲介し，また，アフマド・プン・アブド■一アッサマドがワズィールに

就任した時は彼をマスウードの前へ先導するなど，侍従としての務めも岡時に果してい

た［TB：321，359，475，476，569，607］。

④スユバシュ

　427／1035年，ビルゲテギンの後任として大ハージブとなった。その直後，一万の騎兵と

五千の歩兵を率いてバルブを出発し，ホラーサーン軍と合流して，以後約三年間ホラー

14）サーマーン朝滅亡後，イスマーイールはカラ・ハン朝により幽閉されていたが，390／1000年，脱

　出し，軍勢を集め，マーワラー・アンナフルMa　wara’al－nahrから一時カラ・ハン朝勢力を追っ

　た。しかしその後カラ・ハン朝の主力にやぶれ，ホラーサーンへと転進し，395／100S年にメルヴ

　Marw近郊で殺されるまで，同地のガズナ朝軍と戦い続けた。　Frye　l975：159・60参照。
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サーンにおいてセルジューク・トルコとの戦いを継続した。430／1038年に始まるマス

ウードの対側ルジューク親征の間はガズナ朝軍の右翼の指揮をまかされていた。

431／1040年，ダンダーナカーンDandanaqanでの大敗の後，敗戦の責を問われ，逮捕，投獄

された［TB：648，　650－51，　707－09，715－16，　718－19，　758，　802，873－76］。

⑤バドウル

　431／1040年，スユバシュの後任として大ハージブとなる。その後王子マウドゥード

Mawd記の軍に従ってガズナからHaybznへと向かった［TB：877，890－91．尚，稲葉

1986：152－53参照1。

　以上の五人の活動を見て圏立つのは，やはり彼らの軍入としての働きである。実際，ボ

ズワースは，

　　スルタン自ら戦闘の司令窟として行動しない時は，大ハージブが戦場における最高

　　司令富であった。それゆえ430／io41年のダンダーナカーンにおける最終的敗北の直

　　前まで，マスウードは，侵入してくるセルジュークとのホラーサーンにおける戦いを，

　　その最高鋼令官スユバシュにまかせていたのであった。［Bosworth　19651

と述べているIS｝。確かに史料からは，大ハージブがガズナ朝軍内における最も有力な軍人

の一人であったことが容易に弓取される。しかしながら，ビルゲテギンが大ハージブとし

て軍事的活動を行ないながら，同時に宮廷にあっては侍従としての務めをも果していた

ことを蕎過してはならない。乃》漉庖βのノ加¢には，スユバシュが大ハージブとなりホ

ラーサーンで戦っていた闘のガズナの状況を述べた，次のような記述がある。

　　全ての宮廷内の仕事（shughl－i　dargah）は，大ハージブ・スユバシュの代理として彼

　　（ハージブ・アブー・アンナスル）が行なっていた。というのも［スユバシュが］バル

15）試みに428／1036－37隼のガズナ朝領域内の軍の配置を見てみると，まずガズナにスルタン・マ

　スウードがいた。ホラーサーン方面ではニーシャープールに大ハージブ・スユバシュとワズィー

　ル・アフマド・プン・アブド・アッサマドが配されてセルジューク・トルコと戦い，バルブでは

　王子マウドゥー一・一ドとホラーサーンのスィパーフサーラール・アリー・ダーヤがカラ・ハン朝勢

　力の爾下を警戒していた。ラホールには同じく王子マジュドゥードMajdudが配されており，イ

　ラーク方面ではセ窺㎡のアブー・サフル・ハムダウK－A塊Sah1－i　HamdawTとスィパーフ

　サーラール・タシュが，カーター朝およびそれと手を結んだトゥルクマーンと戦っていた。確か

　にこの蒔期，ガズナ朝にとって最も大きな問題は，Tughril　Bek，　Chaghrl　Bekに率いられたセル

　ジューク・トルコの存在であり，その意味で戦略的重要性の最も大きいホラーサーンにスユバ

　シュが配されていたことは，彼がガズナ朝軍内で最も重要な地位を占めていたことを示している

　ように見える。それゆえボズワースの説明は十分妥当なものと考えられるが，只，「大ハージブが

　ガズナ朝軍の鍛高司令官であった」ことを直接的に示すような記述は，残念ながら史料からは見

　い出せない。
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　　フからホラーサーンへと向かう際，その事をアミール（マスウード）に願い，許可を得

　　ていたのであった。［TB：666］

これは，窟廷内にも大ハージブが果すべき務めがあったことを明白に示すものである。そ

してそれが侍従としての務めに他ならないこともまた確かなことである。

　さて，以上述べてきた如く，ハージブの統率者たる大ハージブが軍の司令嘗であると岡

隣に侍従でもあったという事実から，その統率下にあった他のハージブ達についても同

様のことが雷えるのではないかという推測が導き出される。そしてその推湖は，次の二つ

の例によって裏付けられるのである。

（」＞45i／ユ059年，第ナー代スルタン・ファッルフザードFaτrukhz湿の蒔代にも，かって

　マスウードによリハージブに任じられたアブー・アンナスルはハージブとして仕えて

　おり，蒔に応じて軍を率い，ガズナにあっては王国の政策に意見を述べ，他圏から使節

　が来た蒔には人々に儀典を説明したと欝う［TB：377〕。

㈲　マスウードの意に反して一人の徴税窟が処刑された時，マスウードは宮廷グラーム

　のサーラールであるベグトゥグドゥを，「お前はハージブであり宮廷にいるのだ。それ

　なのにどうしてこのような事を認めたのか。なぜ私に知らせなかったのか。」と詰問し，

　責めた［TB：562］。

　このように，平素，スルタンの側に侍従として仕えることの多かったアブー・アンナス

ルも時として軍を率い，宮廷グラームのサーラールとして主に軍事的任務を負っていた

べグトゥグドゥも，宮廷にある時は，憲廷の監督者，すなわち侍従としての務めを果すよ

うに求められていたのである。ゆえに，キュプリュリュ，アンワリーの述べる如く，まず侍

従としてのハージブとなり，後に他の職に任じられてからもハージブと呼ばれたという

のではなく，一入のハージブが，蒔に応じて侍従としても軍人としても働いていたと考え

ねばならない。すなわち，ガズナ朝のハージブとは待従，軍人の両方の機能を持つ者で

あったのである。

IV　グラームとハージブ

　最後に，これまで述べてきたような機能を持つハージブが，ガズナ朝の国家体制の中に

おいてどのような意味を持つ存在であったのかを，特にグラーム・奴隷軍人制度との関係

において考えてみたい。

　個人のハージブの経歴等について，詳しいことは史料からは殆どわからない。しかし幾

つかの例から，この時代，グラームからハージブへという一つの昇進のコースが存在して
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いたのではないかと考えられるb以下この点を検討してみよう。

　グラームの昇進システムに関する最も有名な陛下は，セルジューク朝のワズィール・

ニザーム・アルムルクNizam　a1－Mu11〈の著書であるSiyasatッnamaの中に見られるもの

である1fi）。

　　サーマーン朝の蒔代にはまだこのような［グラームの昇進の］方法が採られていた。

　　［主君への］奉仕の度合いやその能力に応じて，グラームは徐々に昇進していった。そ

　　れは次のような具合であった。

　　　グラームが購入されると，最初の一奪聞，彼はザンダニージュ織（zanda萌丁）の上着

　　を着，長靴を履いて，歩兵として馬廼りの仕事をするよう命ぜられる。このグラーム

　　にはこの一年間，公私にかかわらず騎乗することは命ぜられない。もし［彼が馬に

　　乗ったことが］明らかになれば徴罰が与えられる。

　　　一年遅，長靴を履いて仕えると，班長（withaq・bashτ＞1まハージブに報告し，ハージ

　　ブは帝王に報告する。その結果，生皮製の鞍（zTnak了dar　kham　girifta）と飾りのない

　　皮紐でできた馬賊（ligamT　duwal－i　sada）を付けた一一頭のトルコ馬が与えられる。

　　　また一年聞，馬と鞭でもって仕えると，三年めには腰に帯びる長剣（qarlljUr）が彼

　　に与えられる。

　　　四年めには騎乗時に身につける矢筒（klsh）と弓入れ（qirbZn）が与えられる。

16）Siydisat’namaのこの部分については，既に佐藤1959：65－66にその大要が訳されている。

　Siydisat－namaについては現在までに数種の写本が知られており，それらに麩ついて幾つかの校訂

　テクストが出版されている（それらについてはSN－dの序文，および勝藤1976：註①参照）が，佐

　藤氏が利鵬されたのは，そのうちCh．　Scheferにより校訂されたテクスト（Siasset　Name　de

　Gouvernement，　i　texte　persanl　ed．　par　Ch．　Schefer，　Paris，1891一一以下SN－sと略記〉である。SN－

　sはパリ，ロンドン，ベルリンにある三種の写本（最も古いパリ写本は690／1291隼書写という）に

　基づいて三密されたものであるが，近無，673／1274－75年のff付を持つ写本が薪たにタブリーズに

　おいて発晃された。SN－dは全面的にこの写本によったものである（この薪写本については，

　Darke　1978：xi．xii参照）。

　　さて，轟該部分［SN－s；95；SN－d：141］について両テクストを比較してみると，爾壱の閲にか

　なりの相違が見られる。中でも最も大きな違いは，（B　SN－sではグラームの四奪めの仕事の部分

　が欠けている，〈IB　SN－dでは六鎌めに杯捧持と水捧持の佳事をすることになっているが，　SN－sで

　は杯捧持，水捧持の記述がとばされ，六犀めには衣裳捧持の仕事をすることになっている，㈹その

　結果，「班長」になるのが，SN－dでは八郊めであるのに対しSN－sでは七年めとなっている，の三

　点である。3切鋤一紹ηzθのこの部分の記述は，グラーム・奴隷軍人捌度の実態を考える上で，我々

　に貴重な手掛りを与えてくれるものであるが，少なくともこの部分に関してはSN－dの方がより

　梅町しうるものであることは明らかである。それゆえ，今匝S瓦dを利胴してこの部分の全訳を

　試みた。
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　　　五年めにはより上等な鞍，星の飾りのついた馬勒，上着，専用の環に椙して持つ棍

　　棒（dab擁s）［が与えられる］。

　　　六年めには杯捧持（saqのや水捧持（ab－dar）の仕事が命ぜられ，腰にカップを陥す

　　ことになる。

　　　七奪めには［君主の］衣裳捧持（lama－dar）の仕事［が命ぜられる］。

　　　八年めには，支柱が一本で十六本の杭を持つ（yak　sar　shanzda　mTkh）ノ1・テントが

　　与えられる。そして三人の新たに購入されたグラームが，彼の〔指揮下の］騎兵とされ，

　　彼には「班長（withaq－bashi）」の称号（laqab）が与えられる。また彼は，銀糸で飾られ

　　た黒いフェルトの幅子，ガンジャ織（ganzτ）の上着を着胴することとなる。

　　　このようにして毎年彼の衣裳，装備（tajammul），騎兵，地位（martabat）は増してい

　　く。そしてやがてはkhayl－tdishi”’となる。その後，また間様にしてハージブに昇進す

　　る。しかし，彼の有能さ，技能（hunar），勇敢さが衆人の知るところとなっても，また彼

　　が大きな功績をあげ，配下を持ち，主君に忠節を尽していても，35才か40才にならな

　　いうちはアミール位（a而切は与えられないし，領地（wi1町at）に任じられることも

　　ない。［SN－d：141］

ここでは，購入されたグラームが年とともに幾つかの段階を経て昇進し，ハージブに，そ

して最後はアミールにまで到るという過程が述べられているIS；。これほどに詳しい記述

はガズナ朝の岡時代史料たるαZ－7セテ漉ゐαZ－Yamint，　Za　ynαZ一／1勧諺ろTa　’rtkh－i　Bayhaqτに

は見られないが，それらの中にもグラーム出身の者がハージブとなったと，はっきりと記

された例がある。

（a）サーマーーン朝のヌーフ・プン・マンスールN藤b．Ma環Urの蒋代（976．997年）に大

　ハージブであったフサーム・アッダウラ・アブー・アルアッバース・タシュ耳usam

　al－Dawla　Abu　al一‘Abbxs　Tashは，もとはアブー・ジャアファル・アルウトゥビー

　Abu∫a‘far　al一‘UtbT（アブド・アルマリク・プン・ヌーフ‘Abd　al－Malik　b．　N曲のワ

　ズK一ル）のグラームであった［TY；1．96；ZA：i66］。

（b）セビュクテギンは最初，サーマーン朝のアブド・アルマリク・プン・ヌーフの臣下

　でホラーサーンのスィパーフサーラールであったアルプテギンAlptigTnにグラーム

17＞SN－s：95では「khayl－bashUとなっており，佐藤1959：65は「騎兵隊長（xaii　bzagT）Jと訳してい

　る。Darke　l978：103では“troop－leader”と訳されているが何の説明も付されていない。

18）ボズワースは，「ニザーム・アルムルクはおそらくここにおいて，現実というよりむしろ理想を

　描いているのであろう。3と評している［Bosworth　1973＝iO2］。
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　として売られたがtg，　［TB：255］，死後，1皮の墓には「偉大なるハージブ」と刻まれた

　［Flury　1925：　63］．

（c）マスウードの最初のグラームであったΩaratigrnは後にマスウードのハージブと

　なった［TB：134］。

（d）マフムードのグラームであったArslan，Ωay　Ughlanの両名は，マフムードのレイ遠

　征の際にマスウードに接近し，マスウード即位後，各々ハージブに任じられた［TI3：

　i59］o

（e）マスウードの叔父ユースフY亘suf　b．　SabuktigTnは自身のグラームのTughrilを抜

　擢し，ハージブとした［TB：331］。

これらの例から，サーマーン朝，ガズナ朝の時代，グラームの中には，昇進してハージブと

なることができた者もいたことがわかる20）。

　翻ってガズナ朝の軍の構成を考えてみると，既にボズワース炉指摘している如く，ガズ

ナ朝軍は様々な構成要素を持っていたのであるが，その中核となったのは，スルタンの親

衛隊としての性格を持つと言う，スルタン直属のグラーム達（ghulaman・i　saray，　ghula－

m2n－i　sullan，　ghu猶maa4　khaSS）からなる軍団であった。マスウードの時代，その数は四

千から六千にのぼったと言われる。屈強にして忠誠心厚きこの軍園は，戦場にあっては精

鋭部隊として活躍した［TB：688，753；Bosworth　1973：104］。このように，元来軍事的性

格の強かったグラーム達のうちから，やがて解放され，主君との個人的関係において抜擢

され［稲葉1986：144－45］，上記の如く昇進してハージブとなる者が出たのである。そして

彼らは，油鼠にあってはスルタンの側近くに仕えて窩廷を監督し，窟廷外では指揮官とし

て軍団を指揮したのであった。スルタンにとってこのようなハージブ達は十分に信頼し

うる存在であり，特に軍事面では彼らを軍のトップに置くことによって統師権を一一手に

19）セビュクテギンが息子マフムードのために遺したと言われるPand－ndimaは極めて興味深い史

　料であるが，その中で彼の生い立ちと，グラームとしてアルプテギンに売られた経緯が語られて

　いる［Mergi119751213－18，　227－29］。

20）Frye　l975：144参照。尚，やはりハージブに任じられたホラズムシャー・アルトゥンタシュの

　息子Satエ（本文28頁参照）がグラームであったという記述は史料には見られない。しかし，Satτ

　がアルトゥンタシュからマスウードに差し出されていた人質であったであろうことは，おそらく

　確かなことである。422／1031奪，ヒンドゥースターンのスィパーフサーラールに任じられたアフ

　マド・イナルテギンAhmad－i　rn｝ltigTnは，自分の患子を人質として宮廷に残して任地に出発し

　たが，その患子はスルタンのグラーム（ghulam－i　k醸§のの館に置かれたと言う［TB：354］。人質

　として宮廷に留めおかれた臣下の子患達の境遇について，史料は殆ど沈黙しており，断定的なこ

　とは無論言えないのであるが，Satτもまたマスウードのもとでグラームとともに訓育されてい

　たという可能性も否定できないであろう。
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握り，その軍団を手足のように操ることが可能になったと考えられる。

　このようにハージブは，まさしくガズナ朝の政治的支配層の極めて重要な構成要素で

あったのである。

おわりに

　以上，史料の用鯛に基づいてガズナ朝のハージブについて考えてきた。その結果，ハー

ジブが，侍従と軍の指揮富という二つの機能を門門に持つ者であったこと，主にグラーム

出身であった彼らが，特従として軍の指揮宮として，スルタンの手足となって働き，ガズ

ナ朝の国家体制において重要な役割を果したことを確認しえた。本文中でも述べた逓り，

ガズナ朝におけるハージプの存在は，グラーム・奴隷軍人制度に立脚したガズナ朝国家の

特質と深く関っている。

　　原則としてイスラム諸王朝は，結局は職業的軍隊，あるいは遊牧集団を蕎する中央集

　　権化された国家により行使される軍事力の上に成立してきた。しかしながらガズナ

　　朝ほど，その君主達のパーソナリテd一と，彼らが指揮した軍事組織とを中心に動か

　　された王朝はない。［Bosworth　1960：37］

とはボズワースの盆であるが，そのような状況を現出せしめた一因がこのハージブ達の

存在であったことは，本論の説明から明らかであろう。また，岡じ人物が，宮廷においては

侍従として，外においては軍の指揮窟として活動していたという事実自体が，逆にガズナ

朝の軍事国家としての特徴の～端を示しているとも欝えよう。

　本論作成に際し呼野英二氏より多くの貴重な御教示を頂いた。また，史料，文献の参照

に関して森本公誠氏，井谷鑓造氏の御厚意に与かった。末筆ながら記して謝意を表する。
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